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2015/04/13 

世田谷区政を考えるつどい 

―区政の前向きの変化をさらに進めるための共同に向けた報告と提案 

 

（１）「新しいせたがやをめざす会」誕生までの歩み。 

①8年前、当時の熊本区政に対して、「市民政策・せたがや」が区政の転換を掲

げて世論と共同を広げ、区長選挙に取組みました。区長を勝ち取ることは叶い

ませんでしたが、「市民政策・せたがや」が掲げた政策を 2 期目の熊本区政も無

視することはできず、「東京一子育てしやすいまち」を掲げて、子ども医療費助

成の拡充をはじめいくつかの施策の実現を生み出しました。しかし、区民のく

らしや福祉よりも都市計画道路や市街地再開発を優先する区政の構造的問題、

政策の基本は変わらず、2010 年 9 月に「改正」された「街づくり条例」の「基

本理念」から「区民等の参加と提案」が削除され、「都市整備方針」が街づくり

行政の頂点に位置付けられたことに象徴されるように、区政運営における区民

参加の後退と、トップダウンで行政の意思を押し付けるなど自治と民主主義が

軽んじられる動きが強まりました。 

②その後も「政策検証」「政策点検」による財源捻出と称して、「行政経営改革」

による、子ども医療費助成削減やがん検診の自己負担増、児童館、プレイパー

ク、市民大学からの撤退など区民のいのちや健康、子育て、住民自治の力を涵

養する施策の後退が次々と打ち出されていきました。その一方、都市計画道路、

下北沢、二子玉川などの市街地再開発は事実上聖域扱いで税金が湯水のように

投入されていきました。小田急線に続き、京王線についても連続立体交差化と

駅前広場、さらに道路の一体的再開発が進められつつありました。国や東京都

とタッグを組んだ外郭環状道路建設の動きも加速されてきていました。熊本区

政 8年間で土木費は約 2400 億円、年平均約 300 億円投下されてきたことが決算

から浮かび上がってきていました。「病院改革」と称する東京都の都立病院廃止

も 2002 年の母子保健院に続いて梅ヶ丘病院の統合廃止も強行され、当時の世田

谷区はこれに異を唱えるどころか、廃止を前提に広大な敷地を 150 億円もの税

金投入で都から買い上げる計画を出す一方、関係者が強く求めていた小児精神

専門の機能を残すことには背を向けたままでした。 

③保育園に入りたくても入れない待機児は年々増加する一方で保育園整備が追

い付いていない状況でした。また、一人暮らし高齢者も増え、特別養護老人ホ

ーム入所待機者も増加の一途を辿っていました。世田谷区は一般会計で年間

2500 億円という規模の財政をもっています。これだけのお金があれば、区民の
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さまざまな願いに応えることができます。しかし、そのためには、当時の道路、

再開発優先から、いのちとくらし、福祉、そして環境を優先する区政に大きく

転換させることが必要でした。区民のくらしと雇用、生業を支え、将来に希望

と安心をもてる区政とするために、お金の使い道も、政策の基本も切り替える

ことが求められていました。 

④国の政治では、法人税減税や証券優遇税制延長の一方、庶民には、扶養控除

の縮減廃止、年金支給額の引き下げなどが行われ、「社会保障改革」という名の

自立・自助、自己責任の強調と行政責任の後退が進められていました。「ワーキ

ング・プア」を生み出した派遣など非正規雇用が増大し、大企業の内部留保が

積み上がる一方で、中小企業と庶民のくらしは事実上蔑ろにされていました。

たとえ国の政治が庶民に冷たいものだとしても、私たちに一番身近な世田谷区

が、「住民福祉の増進」を図り、区民のいのちとくらしを守るセーフティネット

としての責任と役割をきちんと果たすことが求められています。しかし、当時

の区政はそうなっていませんでした。 

⑤「市民政策・せたがや」の経験を共有する有志の共同によって、「これでいい

のか世田谷区政！変えるのはあなたです」（2011 年 1 月 29 日）との呼びかけが

発せられ、市民運動グループ、福祉関係、労働運動など様々な団体や個人が連

携・共同して「新しいせたがやをめざす会」（以下「めざす会」という）を発足

させました。「めざす会」は、区民の願いを実現する政策づくりや共同を進め、

当時、区政を変えたいと名乗りを上げた区長選挙予定候補者を迎えて区政検証

と区政政策をめぐる公開討論の場を設けました（2011 年 4 月 11 日）。当時、区

長選挙においては、「めざす会」としての推薦候補の一本化は実現できませんで

したが、区政転換に向けて区長選挙の争点と政策の選択肢を提示し、選挙の結

果、保坂展人氏が区民・有権者の相対的多数の支持を得て当選を果たしました。 

 

（２）「めざす会」を再起動させる趣旨とさらなる共同の呼びかけ。 

①2011 年 3 月 11 日の東日本大震災、福島原発事故をうけ、あらためて国民の

いのちやくらし、安全、環境を守ることに対する国や自治体の役割が根本から

問われる事態の中で区長選挙が行われ、熊本区政の後継を掲げた候補などをく

だして、「原発依存から自然エネルギーへ」「災害対策の総点検」「大型開発優先

の区政からの転換」等を公約に掲げた保坂氏が区民・有権者の相対的多数の支

持を得て当選を果たしました。 

②その後の 4年間、当初は、「前区政を 95％継承」の言辞に象徴されるように、

「大型開発優先からの転換」も、「区民サービス削減・負担増の行政経営改革の

見直し」も、目に見えた転換がなされたわけではありませんでした。しかし、

認可保育園や特別養護老人ホームの整備、国の生活保護基準切り下げによる影
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響緩和や低所得者に対する支援を図る区独自の措置、再開発事業補助金の見直

し・削減など、区民の切実な声に応える施策が徐々にではあるが前進し始めて

もきました。 

③「脱原発首長会議」にも名を連ね、原発依存から太陽光発電など自然エネル

ギー、再生可能エネルギーへシフトしていく試みや、被災地・被災者支援の粘

り強い取り組み、さらに、災害対策総点検から地域、地区における区民主体の

災害対策の取組みを支援する施策を進めてきています。 

④「ワーキング・プア」と称される、ダンピングの横行による公共工事、公務

サービスに従事する労働者の処遇の切り下げや区内事業者の経営環境の悪化、

下請けへのしわ寄を改善するための公契約条例の制定とその実効性ある運用に

向けた施策や若者や女性をはじめ様々な年代の就労支援、相談の機能をハロー

ワークと結んで開設することや「ブラック企業を見抜くためのセミナー」など

も産業・雇用促進の視点から進めてきています。 

⑤安倍政権で際立ってきた「秘密保護法」「集団的自衛権行使容認閣議決定」な

ど憲法 9条に象徴される平和国家としての根本にふれる事態に対しても、平和

資料館建設をはじめ、憲法、平和と民主主義を守る立場からの積極的な発信を

続けています。 

⑥こうした区民の声にこたえた前向きの変化を快しとせず、道路、再開発優先

と区民の福祉を切り捨てる旧来の区政の復活を意図し、自民党が区長候補者を

擁立する動きが浮上してきました。「めざす会」は、前向きの変化をさらに前進

させ、進展の不十分な状況は克服し、「めざす会」の「基本政策」に掲げられた、

「税金を区民生活第一に」「自治の力をはぐくむ区政を区民とともに」つくりあ

げていくため、共同を広げることを心から呼びかけ、「めざす会」を再起動させ

ることを宣言するものです。私たちは呼びかけます。ご一緒に私たちのまち世

田谷をより希望のもてるものへ前進させていきましょう。子どもや若者に希望

と安心を引き継いでいくために主権者である私たちが共に知恵と力を合わせ絆

を深め共同を広げていきましょう。 

 

（３）今後の区政に向けた「めざす会」の提案と運営。 

①「めざす会」は、立場の違いを超え、区民生活第一の区政の前進をめざすと

いう一点での共同を旺盛に展開します。 

②「めざす会」は、4 年前に掲げた「基本政策」を進化・発展させ、安倍政権の

「暴走」がもたらす年金、医療、介護等社会保障切り捨てや集団的自衛権行使

閣議決定に象徴される憲法の原点を脅かすことから区民のくらしと平和、民主

主義を守るため、区政の施策の拡充と世田谷からの発信を進めていきます。 

③「めざす会」は、道路、再開発、をめぐる課題などについては、拙速を避け、
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区民の参加と合意を通じて民主的解決を図ることをめざします。 

④「めざす会」は、「社会保障・税番号制度」（「マイナンバー制度」）について

は、想定されるリスクを抑え、個人情報保護、セキュリティ確保を優先し、真

に区民サービス改善に資する利用を図ることを求めます。 

⑤「めざす会」は、定期的に区政を検証する会を開催します。 


